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１ １～３学級規模の高校の志願・入学状況等 

（１）青森東高校平内校舎 

  ①志願・入学状況 

 
 
  ②平内町立中学校卒業者の進路状況 

 

｢中学校等卒業予定者の進路志望状況(第一次調査)｣､｢中学校等卒業者の進路状況｣、
｢学校基本調査｣より作成 
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（２）青森北高校今別校舎 

  ①志願・入学状況 

 

 

  ②今別町立中学校卒業者の進路状況 

 

｢中学校等卒業予定者の進路志望状況(第一次調査)｣､｢中学校等卒業者の進路状況｣、
｢学校基本調査｣より作成 
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（３）浪岡高校 

  ①志願・入学状況 

 

 

  ②青森市立中学校卒業者の進路状況 
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  （参考）浪岡中学校卒業者の進路状況 

 

｢中学校等卒業予定者の進路志望状況(第一次調査)｣､｢中学校等卒業者の進路状況｣、
｢学校基本調査｣より作成 
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（４）金木高校 

  ①志願・入学状況 

 

 

  ②五所川原市立中学校卒業者の進路状況 
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  （参考）金木中学校（・金木南中学校(～H24)）卒業者の進路状況 

 

｢中学校等卒業予定者の進路志望状況(第一次調査)｣､｢中学校等卒業者の進路状況｣、
｢学校基本調査｣より作成 
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（５）鰺ヶ沢高校 

  ①志願・入学状況 

 

 

  ②鰺ヶ沢町立中学校卒業者の進路状況 

 

｢中学校等卒業予定者の進路志望状況(第一次調査)｣､｢中学校等卒業者の進路状況｣、
｢学校基本調査｣より作成 

  

63

46

70

31

52

30
39

24

100

88

102

63

70

52 50

35

0.91 

0.61 

0.84 

0.63 

1.01 

0.51 
0.59 

0.44 

0.0倍

0.2倍

0.4倍

0.6倍

0.8倍

1.0倍

1.2倍

1.4倍

1.6倍

0人

20人

40人

60人

80人

100人

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

鰺ヶ沢町 深浦町 つがる市 募集人員 第１次志望倍率

63

46

70

31

52

30
39

24

134

102

137

89
103

85

99

85

47.0%
45.1%

51.1%

34.8%

50.5%

35.3%

39.4%

28.2%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

0人

20人

40人

60人

80人

100人

120人

140人

160人

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

鰺ヶ沢高校 五所川原市内の高校 木造高校 県内私立高校 鰺ヶ沢高校の割合



8 

 

（６）木造高校深浦校舎 

  ①志願・入学状況 

 

 

  ②深浦町立中学校卒業者の進路状況 

 

｢中学校等卒業予定者の進路志望状況(第一次調査)｣､｢中学校等卒業者の進路状況｣、
｢学校基本調査｣より作成 
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（７）板柳高校 

  ①志願・入学状況 

 

 

  ②板柳町立中学校卒業者の進路状況 

 

｢中学校等卒業予定者の進路志望状況(第一次調査)｣､｢中学校等卒業者の進路状況｣、
｢学校基本調査｣より作成 
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（８）鶴田高校 

  ①志願・入学状況 

 

 

  ②鶴田町立中学校卒業者の進路状況 

 

｢中学校等卒業予定者の進路志望状況(第一次調査)｣､｢中学校等卒業者の進路状況｣、
｢学校基本調査｣より作成 
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（９）中里高校 

  ①志願・入学状況 

 

 

  ②中泊町立中学校卒業者の進路状況 

 

｢中学校等卒業予定者の進路志望状況(第一次調査)｣､｢中学校等卒業者の進路状況｣、
｢学校基本調査｣より作成 

  

38 29 36 32 19 15 8 10

51

41
43

38

29

20
12

18
0.63 

0.44 
0.51 

0.46 

0.34 
0.43 

0.35 0.38 

0.0倍

0.2倍

0.4倍

0.6倍

0.8倍

1.0倍

1.2倍

1.4倍

1.6倍

1.8倍

2.0倍

0人

10人

20人

30人

40人

50人

60人

70人

80人

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

中泊町 五所川原市 つがる市 募集人員 第１次志望倍率

38
29

36 32
19 15

8 10

131

117

126

112

132

83

94
87

29.0%

24.8%

28.6% 28.6%

14.4%

18.1%

8.5%

11.5%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

0人

20人

40人

60人

80人

100人

120人

140人

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

中里高校 金木高校 金木高校以外の

五所川原市内の高校

木造高校

他管県立高校等 県内私立高校 中里高校の割合



12 

 

（10）十和田西高校 

  ①志願・入学状況 

 

 

  ②十和田市立中学校卒業者の進路状況 
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  （参考）十和田湖中学校・第一中学校卒業者の進路状況 

 

｢中学校等卒業予定者の進路志望状況(第一次調査)｣､｢中学校等卒業者の進路状況｣、
｢学校基本調査｣より作成 
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（11）野辺地高校 

  ①志願・入学状況 

 

 

  ②野辺地町立中学校卒業者の進路状況 

 

｢中学校等卒業予定者の進路志望状況(第一次調査)｣､｢中学校等卒業者の進路状況｣、
｢学校基本調査｣より作成 
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（12）六戸高校 

  ①志願・入学状況 

 

 

  ②六戸町立中学校卒業者の進路状況 

 

｢中学校等卒業予定者の進路志望状況(第一次調査)｣､｢中学校等卒業者の進路状況｣、
｢学校基本調査｣より作成 
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（13）六ヶ所高校 

  ①志願・入学状況 

 

 

  ②六ヶ所村立中学校卒業者の進路状況 

 

｢中学校等卒業予定者の進路志望状況(第一次調査)｣､｢中学校等卒業者の進路状況｣、
｢学校基本調査｣より作成 
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（14）大湊高校川内校舎 

  ①志願・入学状況 

 

 

  ②むつ市立中学校卒業者の進路状況 
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  （参考）川内中学校・脇野沢中学校卒業者の進路状況 

 

｢中学校等卒業予定者の進路志望状況(第一次調査)｣､｢中学校等卒業者の進路状況｣、
｢学校基本調査｣より作成 

  

30

16 17
25

16

7

16

5

69

63 64
67

60

41

46

33

43.5%

25.4%
26.6%

37.3%

26.7%

17.1%

34.8%

15.2%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

50%

0人

10人

20人

30人

40人

50人

60人

70人

80人

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

川内校舎 田名部高校 大湊高校 むつ工業高校

他管県立高校等 県内私立高校 川内校舎の割合



19 

 

（15）大間高校 

  ①志願・入学状況 

 

 

  ②北通３町村（大間町、風間浦村、佐井村）の中学校卒業者の進路状況 

 

｢中学校等卒業予定者の進路志望状況(第一次調査)｣､｢中学校等卒業者の進路状況｣、
｢学校基本調査｣より作成 
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（16）三戸高校 

  ①志願・入学状況 

 

 

  ②三戸町立中学校卒業者の進路状況 

 

｢中学校等卒業予定者の進路志望状況(第一次調査)｣､｢中学校等卒業者の進路状況｣、
｢学校基本調査｣より作成 
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（17）五戸高校 

  ①志願・入学状況 

 

 

  ②五戸町立中学校卒業者の進路状況 

 

｢中学校等卒業予定者の進路志望状況(第一次調査)｣､｢中学校等卒業者の進路状況｣、
｢学校基本調査｣より作成 
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（18）田子高校 

  ①志願・入学状況 

 

 

  ②田子町立中学校卒業者の進路状況 

 

｢中学校等卒業予定者の進路志望状況(第一次調査)｣､｢中学校等卒業者の進路状況｣、
｢学校基本調査｣より作成 
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（19）名久井農業高校 

  ①志願・入学状況 

 

 

  ②南部町立中学校卒業者の進路状況 

 

｢中学校等卒業予定者の進路志望状況(第一次調査)｣､｢中学校等卒業者の進路状況｣、
｢学校基本調査｣より作成 
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２ 本県及び他県における学校配置の考え方 

（１）青森県 

  ①計画等の名称 

   青森県立高等学校教育改革推進計画 基本方針（平成２８年８月） 

 

  ②学校規模 

   ○ 基本となる学校規模 １学年当たり４学級（160人）以上 

   ○ 重点校の学校規模  １学年当たり６学級（240人）以上 

   ○ 拠点校の学校規模  一つの専門学科で１学年当たり４学級(160人)以上 

 

  ③学校配置の考え方 

   ◯ 学校規模の標準を踏まえ、６地区ごとに、中学校卒業予定者数の推移、産

業動向、中学生のニーズ等に対応しながら統合等を含む計画的な学校配置を

進めます。 

   ○ また、生徒数が減少する中にあっても、生徒にとって必要な学科の選択肢

を確保するため、異なる学科の高等学校の統合により、複数の学科を有する

高等学校の設置について検討します。 

   ○ 学校規模の標準を満たさない高等学校のうち、募集停止等により高等学校

への通学が困難な地域が新たに生じることとなる高等学校（以下「地域校」

という。）については、地域における通学状況を考慮した上で、配置します。 

     なお、高等学校への通学が困難な地域については、次のような公共交通機

関の状況を考慮し、総合的に判断します。 

 

 

 

 

 

  ＜地域校への対応＞ 

   ○ 本計画において地域校とする２学級規模の高等学校については、入学者数

が１学級規模の募集人員である４０人以下の状態が２年間継続した場合、原

則として１学級規模とします。 

   ○ １学級規模の地域校については、更なる少子化が見込まれる中、入学者数

が極めて少ない状況となった場合等には、高等学校教育として求められる質

の確保に支障が生じる懸念があることから、次の基準に基づき、募集停止等

に向けて、当該高等学校の所在する市町村等と協議します。 

 

 

 

     なお、協議の際には、通学が困難となる地域の生徒の通学について、当該

高等学校の所在する市町村等と連携を図りながら、対応を検討します。 

  

【１学級規模の地域校について募集停止等を協議する基準】 

募集人員に対する入学者数の割合が２年間継続して２分の１未満となった

場合 

【公共交通機関の状況】 

・路線の整備状況（通学可能な公共交通機関が存在するか。） 

・利用時間帯（早朝(おおむね午前６時以前)に乗車しなければならないか｡） 

・利用時間（片道の乗車時間がおおむね１時間を超えるか。） 
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（２）北海道 

  ①計画等の名称 

   新たな高校教育に関する指針（平成１８年８月） 
 
  ②学校規模 

    全日制課程については、一定規模の生徒及び教職員の集団を維持し、活力あ

る教育活動を展開する観点から、１学年４～８学級を望ましい学校規模とし、

再編整備などを進めます。 

    その際、今後の中学校卒業者数の状況も踏まえた上で、生徒の進路動向、私

立高校の配置状況などを総合的に勘案し、都市部と郡部の違いにも配慮しなが

ら、計画的に再編整備を進めます。 
 
  ③学校配置の考え方 

   ア 小規模校（第１学年３学級以下の高校）の取扱い 

     小規模校においては、限られた教員数の中で生徒一人一人に対するきめ細

かな指導や、小規模校ならではの特色ある教育活動を展開していますが、一

方で教育課程の編成において制約があることや生徒同士が切磋琢磨する機会

に乏しいことなどの課題もあります。 

     このようなことから、第１学年３学級以下の高校については、原則として、

再編整備の対象とし、次のとおり取り扱います。 
 
   (ア)第１学年３学級の高校 

     望ましい学校規模となるよう近隣の高校との再編を進めます。 
 
   (イ)第１学年２学級以下の高校 

    ａ 第１学年２学級以下の高校（離島にある高校等を除く。）については、

原則として、 

     ・通学区域における中学校卒業者数の状況 

     ・学校規模 

     ・募集定員に対する欠員の状況 

     ・地元からの進学率 

     ・通学区域内における同一学科の設置状況 

    などを総合的に勘案し、順次、再編整備を進めます。 

     ただし、地理的状況等から再編が困難であり、かつ地元からの進学率が高

い場合は地域キャンパス校化を図ります。 

     地域キャンパス校は、第１学年１学級の高校から順次導入し、次の図のと

おり、通学区域内のセンター校との連携など、効率的な運営のもとで教育環

境の充実を図ります。 

     また、第１学年２学級の地域キャンパス校については、５月１日現在の第

１学年全体の在籍者が４０人以下となった場合は、第１学年１学級の地域キ

ャンパス校とします。 

     なお、第１学年１学級の地域キャンパス校については、５月１日現在の第

１学年の在籍者が２０人未満となり、その後も生徒数の増が見込まれない場

合は、再編整備を進めます。 
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   ｂ 離島にある高校については、５月１日現在の第１学年の在籍者が１０人未

満となり、その後も生徒数の増が見込まれない場合は、再編整備を進めます。 

     農業又は看護に関する学科を置く高校について、第１学年２学級の高校に

ついては、５月１日現在の第１学年全体の在籍者が４０人以下となった場合

は、学級減を含めて、今後の在り方を検討します。 

     また、第１学年１学級の高校については、５月１日現在の第１学年の在籍

者が２０人未満となり、その後も生徒数の増が見込まれない場合は、再編整

備を進めます。 

     連携型の中高一貫教育校については、５月１日現在の第１学年全体の在籍

者が４０人以下となり、その後も生徒数の増が見込まれない場合は、当該市

町村と協議した後、再編も含めて、今後の在り方を検討します。 

 

  イ 大規模校の取扱い 

    第１学年９学級以上の大規模校については、中学校卒業者数の状況に応じて、

望ましい学校規模となるよう学級の調整を行います。 

 

  ※ 道立高校の市町村への移管 

    地元市町村から高校を核とした地域振興や特色ある学校づくりを進めるため、

市町村立高校として設置の要望がある場合は、当該市町村と移管について協議

を進めます。 

 

 

（３）岩手県 

  ①計画等の名称 

   新たな県立高等学校再編計画（平成２８年３月） 

 

  ②学校規模 

    今後、生徒数が減少していく中にあっても、生徒の個性や進路希望が多様化

する状況に対応し、コース等の設定、多様な科目の開設、教科・科目に応じた

教員配置や部活動、学校行事等多様な教育活動を展開するためには、望ましい

学校規模として、原則１学年４～６学級程度の学校規模が必要です。 

 

 

 

［センター校と地域キャンパス校のイメージ］ 

【センター校】           【地域キャンパス校】 

学校名  ○○高校          学校名  △△高校 

サポート         ・校長を配置 

出張授業 

 

遠隔授業 

（第１学年１学級の 

 場合、教頭を兼務） 
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  ③学校配置の考え方 

    生徒数が減少していく中にあっても、高校としての教育の質を確保するため

には、生徒の多様な学習ニーズに応え、集団活動による社会性の育成を図るこ

とが大切であることから１学年２学級以上が必要です。 

    ただし、広大な県土を有する本県の地理的条件等を考慮し、近隣に他の高校

がなく他地域への通学が極端に困難な場合、地域における学びの機会を保障す

るために、特例として１学年１学級を最低規模として維持します。 

    特例として１学年１学級とする場合においても、高校における生徒の発達段

階を考えると、高校としての教育の質を維持していくための集団として、少な

くとも１学級２０人を超える人数が必要となります。 

    生徒数がこの規模を下回ることが予想される際には、地域との意見交換を実

施する等、存続に向けた関係者や地域の取組も考慮しつつ、直近の入学者数が

２年連続して２０人以下となった場合には、原則として翌年度から募集停止と

し、統合します。 

    また、平成２７年度に１学級である高校もこの統合基準の対象として取扱い

ます。 
 
    「公立高等学校の適正配置及び教職員定数の標準等に関する法律」(以下

「高校標準法」という。）の規定に基づき、１学年４０人を標準とします。 

    これは、県北沿岸や中山間地域の高校が実質的に少人数学級となっており、

４０人定員を基本として配置された教員数のもと、習熟度別や進路毎の少人数

指導を実施している現状を考慮したものです。 

    ただし、教職員定数の改善については、引き続き国へも要望するとともに、

今後の状況変化等があれば少人数学級の配置をあらためて検討します。 
 
 

（４）宮城県 

  ①計画等の名称 

   新県立高校将来構想第１次実施計画（平成２２年３月） 
 
  ②学校配置の考え方 

    地区の中学校卒業者数の減少の見通しに基づき学級減を行うとともに、地域

とのかかわりや機会均等への配慮や学校活力を維持しうる規模、市立・私立高

校との協調した取組などの視点に配慮しながら、地域の教育的ニーズを十分踏

まえ、計画的に学校再編を進めて行きます。また、生徒数が一定の基準に満た

ない学校については、原則的に統廃合などの対応を進めます。 
 
    １学年２学級規模を維持できない学校については、活力ある高校教育の展開

や社会資本整備の効率性等の観点から、各地区の実情を踏まえながら、原則的

に統廃合などによる再編整備を進めます。 

    具体的には、次に掲げる基準の要件のいずれかに該当する全日制課程の本校

及び分校については、再編整備又は該当することとなる年度の翌年度から新た

な生徒の募集を停止します。 
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  ア 本校の再編基準 

 

 

 

 

  イ 分校の再編基準 

 

 

 

 

 
 
 

（５）秋田県 

  ①計画等の名称 

   第７次秋田県高等学校総合整備計画（平成２８年３月） 
 
  ②学校規模 

    多様な個性との出会いや社会性の育成に加え、教職員数の確保による教育課

程の充実など、高校としての教育効果を最大限上げるという視点から、１学年

４～８学級を適正規模とする。 
 
  ③学校配置の考え方 

   ア 生徒が意欲的に学習や諸活動に取り組み、それぞれの目標の実現に向かっ

て生き生きと学ぶことができる魅力ある学校を設置するため、２～３校を発

展的に統合し、新たに統合校を開校することを基本とする。 
 
   イ １学年２～３学級規模の小規模校について 

    a) 近隣の学校との統合により、活力に満ちた魅力ある学校づくりを進める

ことを基本とする。 

    b) 様々な事情により統合が困難である場合は、近隣の学校の地域校とし、

より地域に根ざした教育活動を行う。地域校を設置する時期については、

長期的な視野に立って教育活動を進める必要があることを踏まえ、計画的

に設定する。入学者数の長期的な増加傾向が見込まれるなど、その後情勢

に大きな変化があった場合は検討する。地域校において入学者数の減少が

著しい場合は、下記の基準に沿って対応する。 

    c) 統合が困難で、かつ、地域の中学生への影響、通学状況、学科の特質等、

全県的な視野から特別な事情があると考えられる学校については、計画的

な地域校化は行わず、下記の基準に沿って対応する。 

   基準 

 

 

 

 

・１学年２学級規模の学校において、入学者数が募集定員の２／３以下の状態

が２年間続いた場合、原則として地域校化や統合、募集停止等とする。 

・地域校においては、入学者数が募集定員の２／３以下の状態が２年間続いた

場合、原則として募集停止とする。 

 平成２２年度以降において、２年間連続して、全学年の在籍生徒数が、収容

定員の３分の２未満であり、かつ１６０人に満たない場合 

ａ 平成２２年度以降において、２年間連続して、全学年の在籍生徒数が、収

容定員の３分の２未満であり、かつ８０人に満たない場合 

ｂ 平成２２年度以降において、過去２年間連続して、分校所在市町村の中学

校からの入学者数が、当該中学校卒業者数のうち、４分の１未満である場合 
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（６）山形県 

  ①計画等の名称 

   県立高校再編整備基本計画（平成２６年１１月） 

 

  ②学校規模 

    再編整備による新しい学校づくりなどを通して、高校として望ましい学校規

模（１学年当たり４～８学級）を確保し、教育の質的な向上と学校の活力の保

持を図ることを基本とします。なお、１学年当たり４学級を下回る学校につい

ては、キャンパス制の導入や地域との連携等により、教育環境の改善に努めま

す。 

 

  ③学校配置の考え方 

   ○ １学年当たり２学級の学校については、入学者数が２年連続して入学定員

の３分の２に満たない場合は、その翌年度から入学定員を１学級分に減じ、

更にその２年後に分校とします。ただし、この基準の適用に当たっては、学

科等の特殊性や交通事情等の地域の実情に十分配慮します。 

   ○ １学年当たり１学級の学校については、入学者数が２年連続して入学定員

の２分の１に満たない場合は、交通事情等の地域の実情に配慮しながら、原

則としてその２年後に募集停止とします。 

 

 

（７）福島県 

  ①計画等の名称 

   県立高等学校改革計画第二次まとめ（平成１１年３月） 

 

  ②学校規模 

    学校規模は、生徒の学習や学校行事等の教育活動、教職員配置や施設・設備

の活用等、学校運営上の様々な面に関わりを持っている。たとえば、一般的に

学校規模が大きくなれば、教職員配置などの面でのメリットを生かして、弾力

的な教育課程の編成をはじめ、多様な教育活動の実施が可能になるなど、活気

ある学校生活を創り出すことができる。その一方で、ややもすると生徒一人一

人へのきめ細かな指導が行き届かないおそれが生じるなどの問題点も考えられ

る。これに対して、学校規模が小さくなれば、学習の個別指導など、少人数教

育のメリットを生かすことができるが、生徒同士が切磋琢磨しながら社会性を

身に付けるために必要な集団活動の機会が十分に確保できないなどの課題が指

摘される。 

    このようなことから、充実した活力ある教育活動の実現や円滑な学校運営に

必要な学校規模として、全国的には１学年６～８学級（全日制課程）が標準的

であると考えられているが、広い県土に人口が分散する本県においては、地域

の人口動態や地理的条件、生徒の通学状況などを考慮し、地域ごとに学校を配

置する必要があるため、１学年４～８学級が適正であると考える。 
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  ③学校配置の考え方 

   ア 隣接校の統合 

 

 

 

 

 

 

 

   イ 校舎方式による統合 

 

 

 

 

 

 

   ウ 小規模校の分校化の基準 

 

 

 

 

   エ 分校の生徒募集停止の基準 

 

 

 

 

 

  

 同一町内にある２校、又は同一市内にあり統合が可能と考えられる２校に

ついては、１学年の学級数が２校合わせて６～８学級になる場合に統合す

る。 

 また、生徒減少の状況によっては、隣接する市町村にある２校についても

統合を検討する。 

 隣接する市町村にある１学年２学級規模の２校については、いずれかの学

校において３年続けて、又は双方の学校において同時に２年続けて、入学者

数が募集定員の１／２以下である場合、その翌年度から統合し、それぞれの

学校を校舎とする。 

 １学年２学級規模の本校において、入学者数が募集定員の１／２以下の状

態が３年続いた場合、その翌年度から分校とする。 

 １学年１学級規模の分校において、入学者数が募集定員の１／２以下の状

態が３年続いた場合、その地域の進学を希望する生徒にとって通学可能な高

等学校が他にあることなどを条件に、原則として生徒の募集を停止する。 
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３ 他県における異なる学科を併設した高校の事例（新潟県立新発田南高校） 

 

（１）新潟県立新発田南高校の概要 

   統合前の新発田南高校は、普通科６学級に工業科４学級（機械科２学級、建築

科１学級、土木科１学級）を併設していた。平成１８年度に中条工業高校（機械

科２学級、電気科２学級）と統合し、工業科が機械工学科、建築工学科、土木工

学科、電子情報工学科に改編され、くくり募集となり、２学年から以下の５コー

スに分かれて学習をしている。現在は、普通科４学級と工業科４学級となってい

る。 

普通科（４学級） 工業科（４学級） 

２学年から文系コ

ース・理系コース

に分かれて学習 

学科名 １学年 ２・３学年(４学科５コース制) 

機械工学科 一
括
く
く
り
募
集 

機械コース 

建築工学科 建築設計コース 

土木工学科 環境土木コース 

電子情報工学科 
電子制御コース 

情報システムコース 

  ※工業科の２学年からは、コースごとにプロフェッショナルコース（工業専門科目を深く学ぶ

コース）とアカデミックコース（共通科目を多く取り入れ、大学進学に対応したコース）を

選択する。 

 

（２）特色ある教育活動 

  ① 工業科におけるアカデミックコースの設置 

   ・工業科の各学科から大学進学を目指す生徒を集めた「アカデミックコース」

を設置し、推薦入試及びセンター試験科目に対応している。 

  ② 工業科におけるデュアルシステムの実施 

   ・２学年のインターンシップを経て、３学年に各学科から希望者を４名募り、

１０日間の企業実習（県教委の事業）を実施している。 

  ③ 普通科・工業科合同の学習合宿の実施 

   ・１学年の全生徒は、４月に１泊２日の学習合宿を実施している。 

 

（３）普通科と工業科を併設していることによる効果 

  ① 工業科における大学進学に向けた指導体制の充実 

   ・普通科が併設していることから、共通教科の教員が充実しており、工業科に

おいて大学進学を希望する生徒への対応（アカデミックコース）が可能であ

る。 

   ・工業科から大学進学できることが、中学生や保護者に浸透してきており、大

学進学を目指して工業科を選択する生徒も見られる。 

  ② 基礎学力の定着 

   ・新潟県では普通科における多くの進学校で５５分授業を導入しているため、

工業科も同様に５５分授業としており、就職試験のＳＰＩ検査において効果

を発揮するなど、工業科の生徒の基礎学力の定着が見られる。 

   ・工業科のアカデミックコースにおいて、普通科と同様に週末課題や放課後講

習を実施している。 
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４ 本県における課程別生徒数及び学校数の推移 

 

 

 
「学校基本調査」より作成 

  

S26
S27
S28
S29
S30
S31
S32
S33
S34
S35
S36
S37
S38
S39
S40
S41
S42
S43
S44
S45
S46
S47
S48
S49
S50
S51
S52
S53
S54
S55
S56
S57
S58
S59
S60
S61
S62
S63
H1
H2
H3
H4
H5
H6
H7
H8
H9

H10
H11
H12
H13
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27

0人 60,000人 70,000人10,000人 20,000人 30,000人 40,000人 50,000人

0校 10校 20校 30校 40校 50校 60校 70校 80校 90校

生徒数 全日制 生徒数 定時制 生徒数 通信制

学校数 全日制 学校数 定時制 学校数 通信制
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５ 本県における高校中途退学者数の推移 

 

  

文部科学省「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」

1,309
1,423

1,304

1,124

881
797 792 751 754

662 639 618 583
515

564
466

2.6%

1.2%

0.0%

0.5%

1.0%

1.5%

2.0%

2.5%

3.0%

0

200

400
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800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000
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６ 他県における単位制を導入した高校の事例（新潟県立巻高校） 

 

（１）新潟県立巻高校の概要 

   平成２４年度に単位制を導入した普通科８学級の学校である。単位制導入後の

第１期生は、本校が目標としていた国公立大学合格者１００名を上回る１２２名

となった。進学実績は以下のとおりである。 

 

卒業年度 国公立大学合格者数 主な進学先 

平成２７年度 ９９名 新潟大学４０名、金沢大学１名 

平成２６年度 １２２名 新潟大学４０名、東北大学１名 

平成２５年度 ８７名 新潟大学３７名、筑波大学２名 

 

（２）特色ある教育活動 

  ① 数多くの学校設定科目の開設 

   ・県教育委員会の指導の下、生徒の探究活動等を行う科目として学校設定科目

を数多く開設している。 

 

科目 学校設定科目（巻高校設定科目） 

国  語 国語特講α、国語特講β 

地理歴史 

世界史探究、日本史探究、地理探究、 

世界史特講α、世界史特講β、日本史特講α、日本史特講β、 

地理特講α、地理特講β 

公  民 
倫理探究、政治経済探究、公民探究 

倫理特講α、倫理特講β、政治経済特講α、政治経済特講β 

数  学 数学探究、数学総合Ⅰ、数学総合Ⅱ 

理  科 

物理探究Ａ、物理探究Ｂ、化学探究Ａ、化学探究Ｂ、生物探究、

理科総合Ⅰ、理科総合Ⅱ、物理特講Ａ、物理特講Ｂ、 

化学特講Ａ、化学特講Ｂ、生物特講Ａ、生物特講Ｂ 

外 国 語 英語探究、英語特講α、英語特講β 

 

  ② 少人数教育による授業の充実 

   ・校舎の改築に合わせて単位制を導入したため、「セミナールーム」と呼ばれ

る７つの小さな教室がつくられ、幅広い科目の授業や少人数教育が可能とな

っている。 

 

（３）単位制導入による効果 

  単位制導入による教員の加配を活用し、数学と英語の授業において、習熟度に応

じた少人数教育を展開できるため、全体的に成績が上がっている。 
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７ 観光に関連する学習の取組事例 

（１）本県における観光科の取組 

   十和田西高校の観光科は商業教育に関する学科として位置付けられている。観

光科においては、簿記、情報処理等の商業科目の学習を中心に、学校設定科目で

観光に関する基礎的・基本的な知識・技能を身に付けている。２学年からはコー

ス選択により、観光についてより深く学習することができる。 

 

  【観光科（平成２８年度入学生）の教育課程】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【観光に関する学習内容】 

   ◯１学年 

   （課題研究）様々な外部講師を招聘して、十和田市の観光資源の活用、観光ボ

ランティア等について学習するとともに、現地を訪ねて観光資源等

に触れることで学習を深める。※普通科は総合的な学習の時間で学習 

   ◯２学年 

   （観光一般）観光の歴史や仕組みなど、観光に関する基礎的な知識について学

習する。 

   （観光地理Ⅰ）自然や文化など、国内の観光地理に関する基礎的な知識につい

て学習する。 

   （課題研究）ＮＰＯ法人十和田奥入瀬郷づくり大学などの協力を得て、奥入瀬

渓流の観光ガイドの方法について学習する。 

※普通科は総合的な学習の時間で学習 

   ◯３学年 

   （観光ビジネス）宿泊や交通運輸など、観光産業に関する知識と技術を総合的

に学習する。 

   （観光地理Ⅱ）より発展的な学習として海外の観光地理の基礎的な知識につい

て学習する。 

時間数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

１学年 保健

２学年

３学年

時間数 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

２学年 保健
課題
研究 ＨＲ

３学年 体育
課題
研究

ＨＲ

は商業科目

は観光に関する学校設定科目

コース名

２学年
選択Ａ

３学年
選択Ｂ

原価計算 観光地理Ⅰ フードデザイン 生物

財務会計Ⅰ 観光地理Ⅱ フードデザイン 化学基礎

観光ﾋﾞｼﾞﾈｽビジネス情報

観光マネジメント 旅行アテンダント 外食ホスピタリティ 医療系進学

課題
研究

簿記 ＨＲ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ

選択Ａ

選択Ｂ

情報処理 観光一般

１学年
音楽Ⅰ

書道Ⅰ
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 家庭基礎 ﾋﾞｼﾞﾈｽ基礎

科学と
人間生活 体育

現代文Ｂ 古典Ｂ 地理Ａ 政治経済 数学Ⅱ 体育

国語総合 現代社会 数学Ⅰ 生物基礎 体育

現代文Ｂ 古典Ｂ 世界史Ａ 数学Ⅱ 数学Ａ
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（２）本県における観光科以外の取組 

  ① 駅からハイキング（ＪＲ東日本）の企画・運営 

   ア 五所川原農林高校 

     生物生産科２学年の生徒が、農業科目のグリーンライフの学習の一環とし

て、駅からハイキングのコースや時間設定を行い、ガイド役に取り組んでい

る。 
 

   イ 木造高校 

     流通ビジネス系列２・３学年の生徒が中心となって結成されている「つが

る市魅力掘り起こし隊」のメンバーが、総合的な学習の時間や外部団体によ

る講習会等を通して観光資源について学び、駅からハイキングのコースや時

間設定などを行い、ガイド役に取り組んでいる。 
 

   ウ 木造高校深浦校舎 

     毎年２学年の全生徒が、総合的な学習の時間などを活用して観光資源につ

いて学び、駅からハイキングのコースや時間設定などを行い、ガイド役に取

り組んでいる。 
 

   エ 青森西高校 

     学年を問わず有志の生徒で結成されている「青西おもてなし隊」のメンバ

ーが、課外活動の中でアイデアを出し合いながら、駅からハイキングのコー

スや時間設定などを行い、ガイド役に取り組んでいる。 
 
  ② 課題研究における観光アプリ等の開発（八戸商業高校） 

     情報処理科３学年の生徒が、課題研究の学習の一環として、昨年度は地元

企業等と連携しながら、八戸市の観光地や特産品をＰＲするゲームアプリを

開発し、今年度は観光資源のＶＲ（バーチャルリアリティ）動画を作成して

ＹｏｕＴｕｂｅにアップロードするなど、八戸市の観光情報の発信に継続的

に取り組んでいる。 
 
  ③ ソーシャルビジネスプロジェクト（ＳＢＰ）による町おこし 

     西北地区の小規模校である鰺ヶ沢高校・木造高校深浦校舎・中里高校の３

校それぞれが「ソーシャルビジネスプロジェクト（ＳＢＰ）」チームを立ち

上げ、自治体や民間企業の協力を得ながら地元の特産品を使ったセレクトギ

フトの開発による町おこしに取り組んでいる。 

     各校のＳＢＰチームは、地域資源を活用しながら地域の活性化を図ること

を目的に有志の生徒で結成され、課外活動として取り組んでいる。 

     また、同じ取組をしている３校（鰺ヶ沢ＳＢＰ地域の宝探しプロジェクト、

ふかうらＳＢＰ、中里高校ＳＢＰ同好会）が一堂に会して、３町の特産品を

取り入れたセレクトギフトの試作会を開催し、特産品を箱に詰めたときの重

さやバランスなどについて意見を出し合った。各校のＳＢＰチームが連携し

て検討を重ねた結果、３町の特産１２品を詰めたセレクトギフトが完成し、

８月に三重県で開催された「全国高校生ＳＢＰ交流フェア」に参加した。な

お、各校では独自のオリジナルギフトの開発にも取り組んでいる。 
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 （３）他県における観光に関する学科の設置状況 

№ 学校名 
観光に関する学科 

設置年度 観光に関する学校設定科目 
その他の学科 

１ 
ニセコ町立 

 北海道ニセコ高校 

緑地観光科 

(観光リゾートコース) Ｈ２ 

(１学年)観光Ⅰ 

(２学年)観光Ⅱ 

(３学年)観光実践、観光Ⅲ (農業科学コース) 

２ 
青森県立 

 十和田西高校 

観光科 
Ｈ１０ 

(２学年)観光一般、観光地理Ⅰ 

(３学年)観光ﾋﾞｼﾞﾈｽ、観光地理Ⅱ 普通科 

３ 
宮城県立 

 松島高校 

観光科 

Ｈ２６ 

(１学年)観光基礎、地元学 

(２学年)旅行業務、観光地理 

    Dream Skyward[英会話] 

(３学年)観光実践 

    Global Good[英会話] 
普通科 

４ 
福鳥県立 

 猪苗代高校 

観光ビジネス科 Ｈ２８ 

※H27まで 
 国際観光科 

(１学年)観光Ⅰ 

(２学年)観光Ⅱ 

(３学年)観光実践 
普通科 

５ 
栃木県立 

 那須高校 

リゾート観光科 
Ｈ１０ 

(１学年)観光Ⅰ 

(２学年)観光Ⅰ 

(３学年)観光Ⅱ 普通科 

６ 
長野県立 

 白馬高校 

国際観光科 
※２学年に国際コ 
 ース、観光コー 
 スを選択 

Ｈ２８ 

(１学年)観光Ⅰ 

(２学年共通)観光ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語､ 

Asian LanguageⅠ、 

山岳基礎 

 [観光コース]観光Ⅱ 

(３学年共通)Asian LanguageⅡ 

 [観光コース]グローバル観光、 

       Hakuba Business 

       スポーツビジネス 

普通科 

７ 
奈良県立 

 奈良朱雀高校 

観光ビジネス科 

Ｈ２５ 

(１学年)観光学Ⅰ 

(２学年)観光学Ⅱ 

(３学年)観光学応用、 

観光コミニュケーション 

機械工学科 
情報工学科 
建築工学科 
総合ビジネス科 
情報ビジネス科 

８ 
長崎県立 

 小浜高校 

ビジネス･観光科 
※２学年に情報 
 ・観光コース､ 
 会計コースを 
 選択 

Ｈ１７ 

※H16まで 
 国際観光科 

(２学年)観光一般 

(３学年)旅行実務、観光英会話 

普通科 

９ 
沖縄県立 

 具志川商業高校 

リゾート観光科 

Ｈ１５ 

(１学年)観光基礎、中国語 

(２学年)観光産業理解、中国語 

(３学年)中国語、沖縄の自然、 

郷土の音楽 

オフィスビジネス科 

ビジネスマルチメディア科 

情報システム科 

（平成２８年度全国高等学校観光教育研究協議会資料より） 
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８ 本県における職業教育を主とする専門学科の卒業生の進路状況 

（１）農業科 

【進路状況】（平成２６年３月卒業者） 

                 （人） 

 

 

 

（学校基本調査及び高等学校等卒業者の進路状況より） 

 

 

 

 
 
【大学等進学】（平成２６年３月卒業者）                 （人） 

 

 

 

 

 

 

【就職】（平成２６年３月卒業者）                    （人） 

 

 

 

 

 

 
※進学しかつ就職した者を含む 

【進路状況の変化】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

672 78 172 417 0 5

就職
一時的な
仕事

その他卒業者数
大学等
進学

専修学校
進学

農業・

林業
建設業 製造業

卸売業

小売業

飲食・

宿泊業

医療・

福祉
公務 ｻｰﾋﾞｽ その他

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

合計
農業・
林業

漁業 建設業 製造業
卸売業
小売業

飲食・
宿泊業

医療・
福祉

公務 ｻｰﾋﾞｽ その他

425 20 0 60 75 55 43 42 18 66 46

1
社会

科学
農学 保

健
家
政

教育

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

大学等

進学

11.6%

専修学校

進学

25.6%

就職

62.1%

その他

0.7%

合計
人文
科学

社会
科学

理学 工学 農学 保健 家政 教育 芸術 その他

78 1 12 0 3 26 12 8 16 0 0

72 人 大学等進学者 78 人

886 人

就職者

417 人

6.7%

大学等進学者

(H26)11.6%9.6%

専修学校等

進学者

(H26)25.6%

82.3%

就職者

(H26)62.1%

0.0%

30.0%

60.0%

90.0%

0

400

800

1200

H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

大学等進学者 専修学校等進学者 就職者 大学等進学者 専修学校等進学者 就職者

青森県立高等学校将来構想検討会議（第５回） 

資料５「これまでの高等学校教育改革の検証資料」より 
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（２）工業科 

【進路状況】（平成２６年３月卒業者） 

                 （人） 

 

 

 

（学校基本調査及び高等学校等卒業者の進路状況より） 

 

 

 

 

 
【大学等進学】（平成２６年３月卒業者）                 （人） 
 

 

 

 

 

 
【就職】（平成２６年３月卒業者）                    （人） 
 

 

 

 

  

 
※進学しかつ就職した者を含む

【進路状況の変化】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,301 214 175 889 3 20

卒業者数
大学等
進学

専修学校
進学

就職
一時的な
仕事

その他

社会

科学
工学 保

健
教
育

1

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

建設業 製造業
卸売業

小売業
公務 ｻｰﾋﾞｽ その他

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

合計
農業・
林業

漁業 建設業 製造業
卸売業
小売業

飲食・
宿泊業

医療・
福祉

公務 ｻｰﾋﾞｽ その他

890 1 1 192 320 71 13 19 69 101 103

合計
人文
科学

社会
科学

理学 工学 農学 保健 家政 教育 芸術 その他

214 5 26 0 136 0 19 7 19 1 1

大学等

進学

16.4%

専修学校

進学

13.5%

就職

68.3%

一時的な

仕事

0.2%

その他

1.5%

122 人
大学等進学者 214 人

1,595 人

就職者 889 人

6.3%

大学等進学者

(H26)16.4%

10.6%

専修学校等

進学者

(H26)13.5%

82.8%

就職者

(H26)68.3%

0.0%

30.0%

60.0%

90.0%

0

400

800

1200

1600

2000

2400

H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

大学等進学者 専修学校等進学者 就職者 大学等進学者 専修学校等進学者 就職者

青森県立高等学校将来構想検討会議（第５回） 

資料５「これまでの高等学校教育改革の検証資料」より 
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（３）商業科 

【進路状況】（平成２６年３月卒業者） 

                 （人） 

 

 

 

（学校基本調査及び高等学校等卒業者の進路状況より） 

 

 

 

 
 
【大学等進学】（平成２６年３月卒業者）                 （人） 

 

 

 

 

 

 

【就職】（平成２６年３月卒業者）                    （人） 

 

 

 

 

 

 
※進学しかつ就職した者を含む

【進路状況の変化】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

979 231 283 455 0 10

卒業者数
大学等
進学

専修学校
進学

就職
一時的な
仕事

その他

人文

科学

社会

科学
工
学

保健 家政 教育
そ
の
他

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

合計
人文
科学

社会
科学

理学 工学 農学 保健 家政 教育 芸術 その他

231 11 112 0 9 0 30 21 29 4 15

建
設
業

製造業
卸売業

小売業

飲食・

宿泊業

医療・

福祉
公務 ｻｰﾋﾞｽ その他

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

合計
農業・
林業

漁業 建設業 製造業
卸売業
小売業

飲食・
宿泊業

医療・
福祉

公務 ｻｰﾋﾞｽ その他

457 2 2 20 74 111 54 38 27 71 58

大学等

進学

23.6%

専修学校

進学

28.9%

就職

46.5%

その他

1.0%

122 人

大学等進学者

231 人

専修学校等進学者

283 人

1,475 人

就職者 455 人

6.6%

大学等進学者

(H26)23.6%

12.8%

専修学校等

進学者

(H26)28.9%

79.7%

就職者

(H26)46.5%

0.0%

40.0%

80.0%

0

400

800

1200

1600

2000

H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

大学等進学者 専修学校等進学者 就職者 大学等進学者 専修学校等進学者 就職者

青森県立高等学校将来構想検討会議（第５回） 

資料５「これまでの高等学校教育改革の検証資料」より 
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９ 本県において環境・エネルギー教育に取り組む学科 

 

【むつ工業高校 設備・エネルギー科】 

 

 （１）設置年度 

    平成２３年度（設備システム科から学科改編） 

 

 （２）学習内容 

    快適な生活を送るために必要な冷暖房・給排水・電気設備などのライフライ

ンに関すること、また、原子力・太陽光・風力・地熱など様々なエネルギーに

ついて学習する。 

    ２学年からは、設備とエネルギーの二つのコースに分かれて学習する。 

 

 【主な科目】 

   ○環境工学基礎    ○エネルギー基礎  ○設備計画 

   ○衛生・防災設備  ○空気調和設備 

 

 （３）取得可能な資格等 

   ○技能検定（建築配管作業） ○電気工事士   ○放射線取扱主任者 

   ○管工事施工管理技術検定  ○エックス線作業主任者 

 

 （４）平成２７年度 設備・エネルギー科卒業生の進路状況 

進学 就職 

大  学 
国立高専 
・短大 

専修学校 県  内 県  外 公 務 員 

３ １ ３ １３ １３ ２ 

 

   【進路内訳】 

    進学：八戸工業大学、日本工業大学、青森明の星短大 等 

 

    就職：（県内）日本原燃、ジェイテック、日本原燃分析 等 

       （県外）東京電力、東京ガス、ＪＦＥスチール、ユアテック 等 
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10 他県における全国からの生徒募集の事例 

（１）島根県立隠岐島前高校 

  ① 学科・学級数 

    普通科 ２学級（８０人募集） 

 

  ② 全国募集の経緯 

   ○ 平成１８年度より１学級４０人募集 

   ○ 海士町、西ノ島町、知夫村の町村長、議長、教育長、中学校長等により組

織する「隠岐島前高校の魅力化と永遠の発展の会（魅力化の会）」発足 

    （平成２０年３月） 

   ○ 県立高等学校再編成基本計画(平成２１年２月）において、１学年２学級

以内の普通高校については、生徒にとって望ましい教育環境を提供するとい

う観点で再編成を進めることとされた。 

   ○ 魅力化の会が「隠岐島前高等学校魅力化構想」を発表（平成２１年２月） 

    ・魅力的なカリキュラム編成（特別進学コースと地域創造コースの創設等） 

    ・学力向上とキャリア教育の充実（学習ボランティア等） 

    ・部活動の魅力化（遠征費の補助等） 

    ・地域との連携（人材バンク、隠岐島前高校応援団の創設等） 

    ・交流の促進（留学生の受け入れ、留学支援体制の整備等） 

    ・寮の活用（県から町へ管理委託し、教員の負担を軽減） 

    ・島内へのＰＲ（通学に利用する島前内航船を無料化） 

    ・島外へのＰＲ（全国からの生徒の受け入れ） 

    ・教職員数の確保（町村採用スタッフの配置、標準法改正の働きかけ） 

 

  ③ 全国募集の実績 

年度 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

入学生 35人 33人 28人 33人 34人 40人 59人 45人 59人 57人 65人 

うち県外 － － 1人 0人 3人 8人 20人 18人 24人 24人 25人 

    ※平成２４年度から２学級８０人募集 

 

  ④ 学校の特色 

   ○ スーパー・グローバル・ハイスクール指定（平成２７年度より） 

   ○ ヒトツナギ部 … 島内外の方々に｢ヒトツナギ｣の旅を通して、島前の魅

力を伝える部活動。平成２１年度観光甲子園グランプリ。 

   ○ レスリング部 … 島根県強化指定校。 
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  ⑤ 地元市町村の施策 

   ○ 寮費等補助金の支給 

 費用 補助金額 自己負担額 

入寮費 １０，０００円 １０，０００円 ０円 

寮 費 １２，０００円 １２，０００円 ０円 

食 費 ２８，０００円 ８，０００円 ２０，０００円 

    ※里帰り交通費 … 交通費の半額 

          （１回につき３０，０００円を上限とし、年３回を限度とする） 

   ○ 町営塾「隠岐國学習センター」創設 

 

（２）長野県立白馬高校 

  ① 学科・学級数 

    普 通 科 １学級（４０人募集） 

    国際観光科 １学級（４０人募集）平成２８年度から募集開始 
 

  ② 全国募集の経緯 

   ○ 第１期長野県高等学校再編計画(平成２１年６月）において、１学年２学

級規模の定員に満たない学校の再編基準が示される。 

   ○ 白馬村、小谷村の村長、教育長、中学校長等により組織する「白馬高校の

経営将来を考える会」から「白馬高校の経営・運営に参加する地域案」が長

野県教育委員会へ提出される。（平成２６年１１月） 

    ・授業補助（ＴＴ授業補助、ＩＣＴ機器購入補助、マイクロバス利用補助等） 

    ・クラブ活動支援（スキー部への補助等） 

    ・進路保障支援（公営塾運営） 

    ・全国募集（下宿費用補助、広報宣伝活動） 

    ・観光学科実習支援（山岳実習支援、留学費用補助、産学官民連携支援） 

   ○ 平成２８年度から、国際観光科を設置するとともに全国募集を開始。 

    （平成２８年度国際観光科入学者３８人 うち県外から１３人） 
 

  ③ 学校の特色 

   ○ 国際コースと観光コースからなる国際観光科の設置 

   ○ 首長が委員として参画するコミュニティ・スクール 

 

  ④ 地元市町村の施策 

   ○ 白馬村・小谷村が協力して白馬高校内で公営塾「しろうま學舎」を運営 

   ○ 白馬村・小谷村が協力して教育寮「しろうまＰａｌＨｏｕｓｅ」を運営

（寮費は月５０，０００円） 
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（３）奥尻町立北海道奥尻高校 

  ① 学科・学級数 

    普通科 １学級（４０人募集） 

 

  ② 全国募集の経緯 

   ○ 「新たな高校教育に関する指針」（平成１８年８月）に基づく奥尻町の要

望を受け、平成２８年度から奥尻高校を道立から町立へ移管。 

   ○ 平成２９年度から全国募集開始 

 

  ③ 学校の特色 

   ○ 総合的な学習の時間を活用したスクーバダイビングの資格取得と地域課題

解決への参画 

   ○ 町内の様々な分野のエキスパートと生徒が意見交換する「町おこしワーク

ショップ」 

 

  ④ 地元市町村の施策（予定） 

   ○ 島外生に対する支援 

    ・下宿先の確保 

    ・下宿代の補助  … 年間１２万円 

    ・昼食代の補助  … １日３００円 

    ・修学旅行の補助 … 旅行代金の３分の１ 

    ・通学バス定期の補助 … 通学でのバス利用は無料 

    ・里帰り交通費の補助 … 年４回交通費実費の半額（３万円が上限） 

    ・保護者来島の補助  … 年２回交通費実費の半額（３万円が上限） 

   ○ ＥｎｇｌｉｓｈＳａｌｏｏｎの運営 

    ・小中高生、地域住民を対象とした英語のみでディスカッションする活動を

運営 
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11 本県の教育予算の状況 

（１）県予算と教育予算（平成２８年度） 

 

 

（２）児童生徒1人当たりの教育費（平成２６年度） 

 
「青森県の教育〈平成２８年度〉」より作成 

 

  

保健体育費

1.1%

社会教育費

2.8%

特別支援

学校費

10.0%

高等学校費

25.4%

中学校費

21.7%

小学校費

35.2%

教育総務費

3.8%
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14.2%
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その他

867億円

(教育委員会

所管分)

1,335億円

(知事部局

所管分)

72億円

土木費

684億円

農林水産業費

565億円

民生費

988億円

警察費

306億円

環境保健費

238億円

商工労働費

784億円

公債費

1,131億円

県予算額

6,970億円

763千円

1,833千円

1,424千円

1,274千円
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0 200 400 600 800 1000 1200 1400 1600 1800 2000

高等学校(通信制)

高等学校(定時制)

高等学校(全日制)

中 学 校

小 学 校

国 費 県 費 市町村費 その他 （千円）
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12 他県における高校と地域との連携事例（岐阜県可児市と可児高校） 

 

（１）岐阜県立可児高校の概要 

   昭和５５年に設立された可児市（平成２８年９月現在の人口 約１０万人）内

唯一の普通科高校。 

【平成２８年４月１日現在の生徒数】 

１年 ２８１名  ２年 ２７８名  ３年 ２９８名 

   【平成２７年度卒業生大学合格状況】 

国公立大学１２０名、防衛大学校１名、防衛医科大学校１名、 

私立大学（延べ数）６２１名、短期大学１０名、専修・専門学校１５名 

  

（２）高校と地域との連携を行うこととした経緯 

   これまで、同校は大学等への合格実績を確保するため、生徒を地域から遮断し、

学習管理を強化してきた。その結果、地域に対する若者の親近感や一体感の低下

に拍車がかかり、若者は故郷を去っていくという仕組みが働いてしまった。この

ため、地域と高校が共倒れしてしまうおそれが出てきた。そこで、生徒の学習意

欲や地域の近未来を切り拓く当事者意識を高めるため、同校と可児市議会、市民

団体等との連携による教育に取り組んだ。 

 

（３）高校と地域との連携の狙い 

① 生徒のメリット 

・社会に出ていく不安感が軽減され、むしろ、社会に出て活躍する意欲が増す。 

・リアルな素材で体験できるため、今求められている課題発見能力及び課題解

決能力が高まる。 

・地域が持続可能となるため、また、生徒が地域で生きていくために習得すべ

き力を正確に知ることができるため、進路選択がより的確になるとともに、

それに必要な力を身につけて帰郷できる可能性が向上する。 

 

② 高校のメリット 

・生徒の学習意欲やキャリア意識が向上し、本来の学習指導に専念でき、負担

が軽減される。 

・社会教育の場に高校から生徒を送り込む仕組みを構築できれば、キャリア教

育の企画や運営に要する高校の負担は激減する。 

・課題発見能力及び課題解決能力を育成する場を確保でき、大学入学者選抜改

革にも対応できる。 
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③ 地域のメリット 

・先入観や固定観念のない高校生の発言により、課題解決に突破口を与えるこ

とが珍しくない。 

・特に医療福祉等の分野では、向学心を高めて進学した若者が５～６年後に地

元事情を熟知した即戦力として地元に帰ってくる可能性が高まる。 

・中長期的にみて、地域の将来に対する当事者意識や、地域で生きていく力を

高めて帰郷する率が向上し、地域の持続可能性が向上する。 

・行政事業、高齢化が進みがちな地域活動や市民活動に若い力を吸収する機会

が増える。 

・教育環境の良さに魅力を感じて移住する世帯が増え、やはり地域の持続可能

性向上に貢献する。 

 

（４）高校と地域との連携内容 

① 平成２５年度 

・可児市の事業への生徒参加 

・市職員による地域課題講座 

・地域医療のＩＰＥへの高校生参加 

・可児市議場での市政への提言 

※ＩＰＥ(Interprofessional Education:多種間連携教育)…例えば医療に関す

るＩＰＥであれば、医師や看護師ら医療福祉に携わる様々な職種の人々が立

場の壁を越え、よりよいケアを患者に提供する方策を探るなど、他の職種の

役割や専門性及び自身の職業の専門性や責任を理解するための教育のこと。 

 

② 平成２６年度 

 ・ＩＰＥのテーマ拡充（地域医療、教育、団地問題） 

・可児市議会との連携による地域課題懇談会の実施 

    平成２６年７月、地元医師会の協力を得て、医療系の進学を目指す学生と、

議員、医師、保健師等が参加し、ワークショップを開催。 

 

③ 平成２７年度 

   ・「夏の！ＯＰＥＮエンリッチ・プロジェクト２０１５」開催 

    行政や地域課題の解決に努める様々な団体等が小規模かつ多様な場を主催し、

可児高校の１年生全員をいずれかの活動に参加させるもの。なお、実務につい

てはコーディネート団体が行っている。 
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【テーマの一例】 

 「市民活動は社会を変える原動力」（可児市ＮＰＯ） 

 「子供達が知らない世界」（小学校教員） 

 「可児市の地域医療を身近に考える」（医学部医学科学生） 

 「防災クロスロード」（可児市防災の会） 

  ※防災クロスロード…阪神淡路大震災の体験を基に作られた、難しい決断に迫ら

れる災害対応を疑似体験するゲームであり、５～７人のグループに分かれ、問

題に対してＹＥＳかＮＯを決断し、その理由を話し合うもの。 

 

（５）連携による効果 

   生徒に対してアンケートを取った結果、上記の活動に継続的に参加した生徒は、

そうではない生徒に比べ、「自分の将来について考えた」「私が積極的に地域に

働きかけることで、その地域の在り方を少しでも変えることができると思う」

「地域の一員として、その地域の問題を解決する責任が自分にはあると思う」等

の割合が高く、学習意欲や地域に対する当事者意識の向上が見られた。 
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13 公立高校の教員定数 

（１）教員の基本的な定数の目安（普通科）            （単位：人） 

1学年当たりの規模 6学級 5学級 4学級 3学級 2学級 1学級 

収容定員(1学級:40人) 720 600 480 360 240 120 

教 

員 

数 

 校  長 1 1 1 1 1 1 

 教  頭 1 1 1 1 1 0 

 教  諭 43 35 29 23 15 8 

 養護教諭 1 1 1 1 1 1 

計 46 38 32 26 18 10 

 

（２）統合する場合の標準法※による教員定数の目安 

① 学級減し独立校として維持した場合              （単位：人） 

学級減後（全日制の課程） 
収 容

定 員 
校 長 教 頭 教 諭 

養 護

教 諭 

Ａ高校 

(1学年2学級、1学級40人) 
240 1 1 15 1 

Ｂ高校 

(1学年1学級、1学級40人) 
120 1 0 8 1 

計 2 1     23 2 

※標準法 … 公立高等学校の適正配置及び教職員定数の標準等に関する法律 

 

 ② Ａ高校とＢ高校を統合し新たにＣ高校を設置する場合      （単位：人） 

統 合 後（全日制の課程） 
収 容
定 員 

校 長 教 頭 教 諭 
養 護
教 諭 

Ｃ高校 

（1学年3学級、1学級40人） 
360 1 1 23 1 

 

 ③ 本校・校舎（分校）として統合する場合            （単位：人） 

統 合 後（全日制の課程） 
収 容

定 員 
校 長 教 頭 教 諭 

養 護

教 諭 

Ｃ高校 

240 1 1 

24 

16 1  【本校】〔普通科〕 

(1学年2学級、1学級40人) 

Ｂ校舎【分校】〔普通科〕 

(1学年1学級、1学級40人) 
120 － － 8 － 

計 1 1 24 1 

 



50 

 

【参考】 

  １学級当たり35人の場合                   （単位：人） 

1学年当たりの規模 6学級 5学級 4学級 3学級 2学級 1学級 

収容定員(1学級:35人) 630 525 420 315 210 105 

教 

員 

数 

 校  長 1 1 1 1 1 1 

 教  頭 1 1 1 1 1 0 

 教  諭 37 30 25 19 14 7 

 養護教諭 1 1 1 1 1 1 

計 40 33 28 22 17 9 
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14 高校における特別支援教育の検討状況 

（１）国委託事業「高等学校における個々の能力・才能を伸ばす特別支援教育モデル

事業」 

  ①調査研究実施校  北斗高校 

  ②実施期間     平成２６年度～平成２８年度 

  ③調査研究内容 

    発達障害のある生徒の将来の自立と社会参加を図るため、自立活動（障害に

よる学習上又は生活上の困難の改善・克服を目的とする活動）を取り入れた特

別の教育課程の編成及び得意分野を伸ばす教科指導の充実に関する研究開発を

行うもの。 

    自立活動を教育課程に位置付け、「ソーシャルスキルトレーニング」等を中

心とした障害特性に応じた指導を週１単位時間（年間３５単位時間）設定し、

対象生徒が履修できるようにしている。実際の授業内容例としては、状況に応

じたコミュニケーションの学習や面接練習などがある。 
 

（２）国委託事業「キャリア教育・就労支援等の充実事業」 

  ①調査研究実施校 尾上総合高校 

  ②実施期間    平成２７年度～平成２８年度 

  ③調査研究内容 

    特別支援学校、労働及び福祉等の関係諸機関と連携した就労支援の充実と、

高校段階における発達障害のある生徒へのキャリア教育・職業教育の推進に関

する実践的な研究を行うもの。 

    特別支援学校から助言を得て研究を行い、労働・福祉・行政・教育分野等の

外部関係諸機関との就労支援ネットワーク会議の開催、就労支援コーディネー

ターやソーシャルスキルトレーニング支援員の配置、就労支援活動プログラム

の開発・実践、就労支援研修会・保護者セミナー・上級学校や企業との就労支

援懇談会の実施等に取り組んだ。 
 

（３）今後の方向性 

   文部科学省では、上記の調査研究を踏まえ、平成３０年度から高校での通級指

導を制度化する意向であり、教育課程の考え方を次のとおり示している 

  ① 当該生徒の障害に応じた特別の指導を、高等学校の教育課程に加え、又はそ

の一部に替えることができることとする。 

  ② ただし、障害に応じた特別の指導を、高等学校学習指導要領に規定する必履

修教科・科目及び総合的な学習の時間等に替えることはできないこととする。 

  ③ 通級指導により修得した単位数を卒業のための必要単位数に含めることも可

能とするが、卒業のための必要単位数に含める上限は年間７単位とする。  
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15 地区ごとの公立・私立別高校数 

 

 

 

平成２８年度学校数（全日制課程） 

公 立 私 立 計 

東 青 地 区 １１ ４ １５ 

西 北 地 区 １０ ２ １２ 

中 南 地 区 １０ ４ １４ 

上 北 地 区 １１ １ １２ 

下 北 地 区 ５ ０ ５ 

三 八 地 区 １２ ６ １８ 

青 森 県 全 体 ５９ １７ ７６ 

東 北 地 方 ３７７ ８６ ４６３ 

全 国 ３，３６４ １，２９６ ４，６６０ 

 

[学校基本調査より] 
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16 ＩＣＴを活用した遠隔授業の取組状況 

（１）事業名 

   国委託事業「ＩＣＴを活用した遠隔授業調査研究事業」 

（２）調査研究実施校 

   木造高校及び同校深浦校舎 

（３）実施期間 

   平成２７年度～平成２９年度 

（４）調査研究内容 

   テレビ会議システムや書画カメラ、ハンディタイプのビデオカメラ等周辺機材

を活用した遠隔授業に段階的に取り組み、本県全体の高校教育の質の確保・向上

につなげる。 

 【平成２７年度（１年目）】 

  ○ 授業、学校行事等、どのような場面においてＩＣＴを活用した遠隔教育が効

果的か、またその課題について検証する。 

  ［具体的な取組］ 

   ・商業科目による遠隔授業の実施 

   ・英語科目による遠隔授業の実施（ＡＬＴによる遠隔授業を行い、深浦校舎の

生徒がＡＬＴの英語指導に触れる機会を確保する。） 

  ［成果・課題］（事業成果報告より） 

   ・若干のタイムラグはあるものの、質問に対する応答、板書の見え具合、プレ

ゼンテーションソフトの画面表示はおおむね良好であり、生徒は落ち着いて

授業ができている。 

   ・実施する上での工夫（事前準備、カメラワーク等）は必要であるが、商業科

目、英語科目に関しては実施可能であると考えられる。 

 【平成２８年度（２年目）】 

  ○ 商業科目、英語科目を中心に遠隔教育システムによる授業を実施する。 

  ○ 通常授業との違い、課題を把握し、当該システムによる授業が有効な科目や

単元等を整理し、環境改善、教材や指導方法、評価方法等のノウハウを蓄積す

る。 

  ○ 授業以外の使用（生徒会の交流、講演の配信等）を検討し、実施する。 

  ［具体的な取組］ 

   ・商業科目による遠隔授業の実施 

   ・英語科目による遠隔授業の実施 

   ・音楽科目による遠隔授業の実施（ギター演奏指導）   

   ・遠隔サミットｉｎ青森（文部科学省指定校等が集い、遠隔教育調査研究上の

課題等について情報交換を行う。11/10～11） 

 【平成２９年度（３年目）】 

  ○ １、２年目の取組とともに指導方法の工夫改善、授業以外の活用、単位認定

の実施を検討し、調査研究実施校以外での活用につなげる。 


